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倉吉商工会議所企業景況調査報告書（平成２１年１０～１２月） 
 

調査対象企業 倉吉市内の商工会議所会員企業 １００社 

 （建設業22 社、製造業20 社、卸売業10 社、小売業22 社、サービス業18 社、その他８社） 

調 査 方 法 各事業所を職員が直接訪問し、聞き取り又は依頼後調査票回収による。 

調 査 時 期 平成２２年１月の約１ヶ月間 

回 収 状 況 91 社（回収率91.0％） ※前回（7～9 月）89 社（回収率89.0％） 

調査結果概要 

 

＜今期の状況＞☆業況判断はマイナス幅が縮小したものの、依然として厳しい状況。 
 前年同期比では、自社の業況判断▲４８．３ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比＋３．４ﾎﾟｲﾝﾄ）となり、緩やかなマイナス幅縮小の動

きが見られた。内訳を見ると、卸売業が▲８８．９ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比－１１.１ﾎﾟｲﾝﾄ）と大きく落ち込んだが、その他の業

種では横ばいか、若干のマイナス幅改善が見られた。 

収益状況、資金繰りの項目についても同様に、全体的なマイナス幅縮小の動きに対し、卸売業では▲６６．７ﾎﾟ

ｲﾝﾄ（前回比-１１．１ﾎﾟｲﾝﾄ）、▲５５．６ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比-４４．５ﾎﾟｲﾝﾄ）と落ち込みが顕著に表れた。 

また、デフレ下で売上単価の低下に歯止めがかからず、経費削減策が求められる中、雇用人員については

依然として製造業、小売業で過剰傾向にある。 

 

＜来期の見通し＞☆マイナス幅が若干拡大し、更なる悪化を予想。 
来期（１～３月）見通しでは、自社の業況判断▲４４．６ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比-５．５ﾎﾟｲﾝﾄ）となり、マイナス幅拡大予想

となり、引き続き悪化見通しの比率は大きい。内訳を見ると製造業で▲５０．０ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比－２６．４ﾎﾟｲﾝﾄ）と最も

悪化予想幅が大きく、マイナス幅縮小傾向から一転し、二番底が懸念される結果となった。 
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当地域の業況は依然として厳しく、下げ止まり感の見えない厳しい状況である。 

全業種の業況判断で、前年同期比の好転から悪化を引いたＤＩ値は、若干マイナス幅回復の動きを見

せたが、依然として大きくマイナスに振れており、来期見通しでもマイナス幅が拡大し、更なる悪化予

想との結果が出ている。 

前年同期比では、業種別に見ると卸売業のマイナス幅が最も大きく、昨期に比し収益状況、資金繰り

についての悪化が顕著である。 

また、来期の見通しでもマイナス幅拡大の予想が出ており、特に製造業ではマイナス幅縮小傾向から

一転し、二番底が懸念される悪化予想となった。 

 

 



 

質問２ ⅎ Қҩ҇ӎ ἆ ұ Α Ẫи ӕᾡ Β 
  上位に大きな変化は無く、「売上が増えない」が各業種とも上位を占めており、「消費・需要の停滞」も上位に

上がってきている。 
 

〔上位項目〕                                                   ώΑ Β Ҳ ᾡ  

分類 １ 位 ２ 位 ３ 位 

全業種 売上が増えない(50) 消費･需要の停滞(43) 利益率が上がらない(30) 

建設業 消費･需要の停滞(10) 売上が増えない(8) 
同業者間による競争の激化(7) 

利益率が上がらない(7) 

製造業  売上が増えない(13) 消費･需要の停滞(10) 利益率が上がらない(7) 

卸売業 
売上が増えない(6) 

消費･需要の停滞(6) 
利益率が上がらない(3) 

小売業 売上が増えない(10) 消費･需要の停滞(9) 販売単価、受注単価の低下(7) 

サービス業 売上が増えない(9) 利益率が上がらない(6) 

同業者間による競争の激化(5) 

販売単価、受注単価の低下(5) 

消費･需要の停滞(5) 

その他業種 売上が増えない(4) 消費･需要の停滞(3) 

同業者間による競争の激化(2) 

販売単価、受注単価の低下(2) 

利益率が上がらない(2) 

 

 

質問３ Α Β ӄҩ҇ӎΑ҇ҒΒ ἆᾬ Α Ẫи ӕᾡ Β 
 相変わらず「売上高増加策」と「利益率向上策」「経費削減策」に傾注するという回答が上位を占めている

が、その他業種では「新分野事業展開」という回答も見られた。 

 

〔上位項目〕                                                    ώΑ Β Ҳ  

分類 １ 位 ２ 位 ３ 位 

全業種 売上高増加策(65) 利益率向上策(46) 経費削減策(35) 

建設業 売上高増加策(14) 利益率向上策(10) 経費削減策(6) 

製造業 売上高増加策(13) 利益率向上策(9) 経費削減策(8) 

卸売業 売上高増加策(9) 利益率向上策(5) 経費削減策(4) 

小売業 売上高増加策(14) 利益率向上策(9) 市場競争力強化策(8) 

サービス業 売上高増加策(12) 利益率向上策(8) 人材育成策(6) 

その他の業種 利益率向上策(5) 

売上高増加策(3) 

市場競争力強化策(3) 

経費削減策(3) 

新分野事業展開(3) 
 

 

 

 

 

 

 
 



 

質問４ 倉吉市が行う産業振興の取組み（最重要と思われるもの） 

 

  企業誘致の推進 農商工連携 観光客誘致 商店街等活性化 産業基盤の整備 その他 

建設業 4 2 3 2 4 3 

製造業 7 2 1   4 1 

卸売業 4 1 1 1 2   

小売業 5 4 4 2 2 1 

サービス業 6 1 2 2 2 1 

その他 4 1     2   

合計(全体比） 30 37.0% 11 13.5% 11 13.5% 7 8.6% 16 19.7% 6 7.4% 

 

【その他】 
      

・国策施設誘致、人口増加策（建設業） 

・小中高生への起業家教育（建設業） 

・様々な能力のある人を誘致する（製造業） 

・人材育成、地元の人材再発掘（サービス業） 
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質問５ Ҡұ Α ͞ẳ ⇔ Β 
 

＜建設業＞ 
・毎回コメントを記入してはいるが、同じような内容になってしまう。 
 国や県・市ではなく、自分自身の改革が必要であると思う。 
 
・県の入札の仕組みが電子入札になり、取りたいが為に単価を落とし落札するも、 
利益が上がらず経営は厳しい。 
最低価格を決めて、それ以下は落札しないという方法はどうだろうか。 
企業が少しでも豊かにならなければ、町も国も豊かになっていかないのでは。 

 
＜卸売業＞ 
・不景気が底打ちしたとの報道がありますが、年が明けて更に消費の落ち込みを感じます。 
 販売単価の減少は消費者の購買意欲につながらず、売上の減少に直結しています。 
 

＜小売業＞ 
・中部の市町村の行政責任者と担当者、商工会議所・商工会の代表とメンバー、JA の代表者、 
 各金融機関の代表者、青年会議所・会議所青年部代表等が一同に集まり、中部の経済活性化に 
 つながる打開策の検討の場を作り、協議してはどうか。 
 行政まかせ、他人まかせでは活性化は生まれないと思います。 
 
・これから年度末にかけ入札が増えてきますが、県の入札に関しては東中西部での分割入札を 
 要望します。 
 
・消費行動が上向く施策を期待します。 
 
・売上がどんどん減少し、何か手を打たなければと思いますが、今日まで何もしないできて 

しまいました。今しばらくは笑顔で接客を心掛け、また来ていただける雰囲気作りをして 
 行きたいと思っております。 
 

＜サービス業＞ 
・道路整備で徐々に９号線が高速化し、倉吉市の人口流出に歯止めがかかっていない。 
 人口増、失業者の減少の為にも多少優遇して企業誘致に全力を。 
 

・安い商品だけの販売では薄利多売で利益にはつながらない。 
 品質の保証、これまでにないお客様メリットを打ち出し、価値あるものを販売して増売に 
 つなげる努力が必要。 
 とにかく倉吉は沈んでいます。浮き上がらないと！！ 
 
＜その他＞ 

・依然として売上が減少傾向にあり、デフレの解消等景気対策および雇用対策の施策を強く要望。 
 
・雇用対策・景気対策の強化、継続を望む。



 

＜集計結果＞ 

 (    Diffusion Index  

【製造業・非製造業別】      

  イ．売上高 ロ．売上単価 ハ．資金繰り 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -47.7  -42.8  -43.9  -41.0  -28.9  -34.5  

製造業 -63.2  -57.9  -31.6  -31.5  -31.6  -31.6  

非製造業 -43.7  -38.5  -47.1  -43.7  -28.2  -35.4  

       

  ニ．借入難度（含手形割引） ホ．収益状況（経常利益） ヘ．雇用人員（過剰・適正・不足） 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -14.6  -23.8  -29.2  -40.3  13.3  13.3  

製造業 -26.3  -26.3  -31.6  -41.1  36.8  31.6  

非製造業 -11.4  -23.1  -28.6  -40.0  7.0  7.9  

       

  ト．自社の業況判断     

  前年同期比 来期の見通し     

総合 -48.3  -44.6      

製造業 -50.0  -50.0      

非製造業 -47.9  -43.1      

       

【業種別】       

  イ．売上高 ロ．売上単価 ハ．資金繰り 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -47.7  -42.8  -43.9  -41.0  -28.9  -34.5  

建設業 -30.0  -26.3  -55.0  -47.4  -15.0  -26.3  

製造業 -63.2  -57.9  -31.6  -31.5  -31.6  -31.6  

卸売業 -88.9  -55.6  -55.6  -44.5  -55.6  -55.6  

小売業 -35.0  -47.1  -35.0  -41.1  -35.0  -41.2  

サービス業 -46.7  -64.3  -46.7  -42.9  -33.4  -42.9  

その他 -42.8  33.4  -50.0  -40.0  0.0  0.0  

非製造業 -43.7  -38.5  -47.1  -43.7  -28.2  -35.4  

       

  ニ．借入難度（含手形割引） ホ．収益状況（経常利益） ヘ．雇用人員（過剰・適正・不足） 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -14.6  -23.8  -29.2  -40.3  13.3  13.3  

建設業 -15.0  -10.5  -20.0  -47.4  -5.0  -10.5  

製造業 -26.3  -26.3  -31.6  -41.1  36.8  31.6  

卸売業 -11.1  -22.2  -66.7  -55.6  0.0  0.0  

小売業 -15.8  -35.3  -10.5  -41.1  35.0  29.4  

サービス業 -13.4  -35.7  -46.7  -35.7  -6.7  23.1  

その他 14.3  0.0  -14.3  0.0  0.0  -7.7  

非製造業 -11.4  -23.1  -28.6  -40.0  7.0  7.9  

       

  ト．自社の業況判断     

  前年同期比 来期の見通し     

全業種 -48.3  -44.6      

建設業 -40.0  -42.1      

製造業 -50.0  -50.0      

卸売業 -88.9  -55.6      

小売業 -35.0  -35.3      

サービス業 -53.4  -64.3      

その他 -20.0  0.0      

非製造業 -47.9  -43.1      

  



 

質問２ ⅎ Қҩ҇ӎ ἆ ұ
01 大手（大企業・大型店等）の進出による競争の激化        14 熟練技術者・技能者の確保難 

02 同業者の進出･新規参入業者の増加による競争の激化（大    15 外注・下請け単価の上昇 

手以外）                                                16 外注・下請け業者の確保難 

03 既存同業者間による競争の激化                         17 金利負担の増加 

04 店舗･工場（生産設備）・倉庫の不足・老朽化               18 事業資金の借入難 

05 店舗･工場（生産設備）・倉庫の過剰                      19 新分野進出等新規事業展開について 

06 在庫(商品･製品等)の過剰                              20 売上が増えない 

07 人件費等の経費の増加                                21 合理化が進まない 

08 販売単価(商品･製品等)､受注単価の低下･上昇難          22 利益率が上がらない 

09 仕入価格の上昇(商品･原材料等)                        23 原材料不足 

10 消費･需要の停滞(民間・官公庁)                         24 代金回収条件悪化 

11 消費者(製品)ニｰズの変化への対応                      25 資金繰困難 

12 過剰労働力                                          26 その他：具体的に（          ） 

13 従業員の不足･確保 
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質問３ Α Β ӄҩ҇ӎΑ҇ҒΒ ἆ  

01 売上高増加策（販売高、製品出荷高、完成工事高等）       08 利益率向上策 

02 販売単価上昇策                09 在庫調整策 

03 市場競争力強化策                             10 仕入単価圧縮策 

04 適正な生産（販売）設備配置策                           11 人材育成策 

05 適正人員確保策（雇用、整理）                        12 広告宣伝強化策 

06 経費削減策                                  13 新商品、新製品開発 

07 資金繰円滑化策（金融）                           14 新分野事業展開 

                                              15 その他：具体的 

 

 

 

  

                                                                       

65

13
25

5 7

35

9

46

8 4
16

2 10 12
0

0

50

100

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

14

3 3
1 2

9

4

10

1
3 4

1 2 1 0
0

5

10

15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

13

1
4 3 2

8

3

9

3
0

3
0

4
2

0
0

5

10

15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

9

2
3

0 0

4

0

5

1 1 1
0 0

1
0

0

5

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15



 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14

3

8

0 1

6

2

9

2
0

2 1 2 3
0

0

5

10

15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

12

3 4

0 1

5

0

8

1 0

6

0 1 2
0

0

5

10

15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

3

1

3

1 1

3

0

5

0 0 0 0
1

3

0
0

2

4

6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15



 

 

業況判断ＤＩの推移 
 

＜業種別＞ 

 

 

 1 2 3 4 5 6 

  H20 年 7～9 月 H20年10～12月 H21 年1～3 月 H21 年4～6 月 H21 年7～9 月 H21年10～12月 

全業種 -62.1  -65.1  -53.8  - 45.9  - 51.7  - 48.3  

建設業 -57.9  -44.5  -30.0  - 31.6  - 35.0  - 40.0  

製造業 -63.1  -88.2  -78.9  - 63.2  - 64.7  - 50.0  

卸売業 -88.9  -70.0  -44.5  - 42.8  - 77.8  - 88.9  

小売業 -55.0  -70.0  -57.2  - 31.6  - 45.0  - 35.0  

サービス業 -69.2  -50.0  -53.4  - 66.6  - 53.3  - 53.4  

その他 -23.1  -33.4  -26.7  - 13.3  - 26.6  - 20.0  

 

 

”   

＜業種別＞ 

 

 

 

 

- 62.1 - 65.1 

- 53.8 
- 45.9 

- 51.7 
- 48.3 

- 57.9 

- 44.5 

- 30.0 - 31.6 
- 35.0 

- 40.0 

- 63.1 

- 88.2 

- 78.9 

- 63.2 - 64.7 

- 50.0 

- 88.9 

- 70.0 

- 44.5 - 42.8 

- 77.8 

- 88.9 

- 55.0 

- 70.0 

- 57.2 

- 31.6 

- 45.0 

- 35.0 

- 69.2 

- 50.0 
- 53.4 

- 66.6 

- 53.3 - 53.4 

- 23.1 

- 33.4 
- 26.7 

- 13.3 

- 26.6 
- 20.0 

- 100.0 

- 80.0 

- 60.0 

- 40.0 

- 20.0 

0.0 

1 2 3 4 5 6

- 53.6 

- 72.5 

- 37.8 
- 34.1 

- 39.1 
- 44.6 

- 50.0 

- 66.7 

- 17.6 

- 31.6 - 30.0 

- 42.1 

- 33.3 

- 88.2 

- 33.3 
- 36.8 

- 23.6 

- 50.0 

- 88.9 

- 77.8 

- 25.0 

- 14.3 

- 55.6 - 55.6 - 52.6 

- 83.3 

- 61.1 

- 38.8 
- 33.3 - 35.3 

- 61.5 

- 50.0 - 46.6 - 46.1 

- 60.0 
- 64.3 

- 30.8 
- 25.0 

- 13.3 
- 7.7 

- 26.6 

0.0 

- 100.0 

- 80.0 

- 60.0 

- 40.0 

- 20.0 

0.0 

1 2 3 4 5 6

 

1 2 3 4  5  6  

 H20年10～12月 H21 年 1～3 月 H21 年4～6 月 H21 年7～9 月 H21 年 10～12 月 H22 年1～3 月 

全業種 -53.6  -72.5  -37.8  -34.1  -39.1  -44.6  

建設業 -50.0  -66.7  -17.6  -31.6  -30.0  -42.1  

製造業 -33.3  -88.2  -33.3  -36.8  -23.6  -50.0  

卸売業 -88.9  -77.8  -25.0  -14.3  -55.6  -55.6  

小売業 -52.6  -83.3  -61.1  -38.8  -33.3  -35.3  

サービス業 -61.5  -50.0  -46.6  -46.1  -60.0  -64.3  

その他 -30.8  -25.0  -13.3  -7.7  -26.6  0.0  



 

○秘                      倉吉商工会議所企業景況調査票 
（平成2１年 10 月～12 月期）） 

調査元：倉吉商工会議所（TEL22-2191/ＦＡＸ２２－２１９３） 

事業所名  ご担当者名  記入日 ．  ． 

業種（必須）  従業員数  ＴＥＬ  

※ＦＡＸ等でご回答の場合は、①事業所名②ご担当者名③ＴＥＬの記載については空白のままでも結構です。 

 
＜質問１＞ 前年同期と比較した今期の状況と、今期と比較した来期の見通しについてお尋ねします。該当する番号に○印をお付けください。 

項       目 
今期（21 年 10 月～12 月）の状況 来期（22 年１月～１3 月）の見通し 

前年同期（20 年 10～12 月）と比べて ②今期と比べた来期の見通し 

イ. 売上高(完成工事高･請負工事高等) 1.増加  2.やや増加 3.不変 4.やや減少  5.減少 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ロ. 売上単価(商品･加工･受注単価等) 1.上昇  2.やや上昇 3.不変 4.やや低下  5.低下 1.上昇  2.やや上昇 3.不変 4.やや低下  5.低下 

ハ. 資金繰り 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ニ. 借入難度(含手形割引) 1.容易  2.やや容易 3.不変 4.やや困難  5.困難 1.容易  2.やや容易 3.不変 4.やや困難  5.困難 

ホ. 収益状況(経常利益) 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ヘ．雇用人員（人手） 1.過剰  2.やや過剰 3.適正 4.やや不足  5.不足 1.過剰  2.やや過剰 3.適正 4.やや不足  5.不足 

ト. 貴社の業況判断 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

 

 ＜質問 2＞ 今期直面している経営上の問題点について、重要度の高い順に該当する番号を回答欄へご記入ください。 

01 大手（大企業・大型店等）の進出による競争の激化 

02 同業者の進出･新規参入業者の増加による競争の激化

（大手以外） 

03 既存同業者間による競争の激化 

04 店舗･工場（生産設備）・倉庫の不足･老朽化 

05 店舗･工場（生産設備）・倉庫の過剰 

06 在庫(商品･製品等)の過剰 

07 人件費等経費の増加 

08 販売単価(商品･製品等)､受注単価の低下･上昇難 

09 仕入価格の上昇(商品･原材料等) 

10 消費･需要の停滞(民間・官公庁) 

11 消費者(製品)ニｰズの変化への対応 

12 過剰労働力 

13 従業員の不足･確保難 

 

14 熟練技術者・技能者の確保難 

15 外注・下請け単価の上昇 

16 外注・下請け業者の確保難 

17 金利負担の増加 

18 事業資金の借入難 

19 新分野進出等新規事業展開について 

20 売上が増えない 

21 合理化が進まない 

22 利益率が上がらない 

23 原材料不足 

24 代金回収条件悪化 

25 資金繰困難 

26 その他：具体的に   

(                   ) 

 回答欄 

１

位 

 

２

位 

 

３

位 

 

 

 

 

＜質問 3＞ 貴社が現在（今後）進めている（いく）経営改善対策について、重要なものから順に該当する番号を回答欄へご記入ください。 

01 売上高増加策（販売高、製品出荷高、完成工事高等） 

02 販売単価上昇策 

03 市場競争力強化策 

04 適正な生産（販売）設備配置策 

05 適正人員確保策（雇用、整理） 

06 経費削減策 

07 資金繰円滑化策（金融） 

08 利益率向上策 

09 在庫調整策 

10 仕入単価圧縮策 

11 人材育成策 

12 広告宣伝強化策 

13 新商品、新製品開発 

14 新分野事業展開 

15 その他：具体的に 

（            ） 

 回答欄 

１

位 

 

２

位 

 

３

位 

 

 

＜質問 4＞ 倉吉市が行う産業振興の取組み（くらしよし産業元気条例）の中で、最も重要と思われるものについて該当する番号を回答欄へご記入ください。 

 

 

 

 

＜質問 5＞ その他（貴社又は業界の景気動向並びに財政・金融政策等に対する要望、その他ご意見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

回答欄      

    

回答欄 

 

 

 

01 企業誘致の推進   02 農商工連携   03 観光客誘致   04 商店街等活性化   05 産業基盤の整備   

06 その他：具体的に（                    ）                                                   


